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世界自動車･部品産業の調査･出版

お申し込み方法と連絡先のご案内

世界自動車産業の電動化が進展している一方で、車載バッテリーを含む主要材料価格は当初の予測と異なり上

昇または高止まり状態が続いています。加えて、駆動モーター、インバーターなど主要構成部品のコストもまた、主要

資源国による輸出規制に加え、材料不足やサプライチェーン問題、米国インフレ抑制法（IRA）や欧州タクソノミー等

への対応の影響を受けて上昇しています。こうした中、BEVの生産コストを抑えながら効率性を含むパフォーマンス

をいかに向上できるかが電動化競争のポイントになっています。各社はBEVの航続距離の延長を実現するため（も

しくは、搭載電池容量を減らして製品コストを削減するため）に、車載バッテリー技術の改善、車体の軽量化ととも

に、eAxleの効率制御、車載機器全般のエネルギー効率に関わるインバーター技術の向上に取り組んでいます。な

かでも、インバーターの心臓部にあたるパワーモジュールチップのSiからSiCへの切替を通じたバッテリーエネル

ギーの効率的運動エネルギーへの変換や熱マネジメントは重要な技術トレンドとなっていますし、「x-in-1」と称され

る、DC-DCコンバーター、車載充電器（OBC）、パワーディストリビューターコントローラー（PDU）、高圧リレー等をイン

バーターに統合・一体化する動きが鮮明になっています。こうした「X-in-1」化は今後、コモディティ化するeAxleの制

御効率ならびに、体積のコンパクト化、かつ、BEV車体開発における設計の自由度の向上などに貢献するとされて

います。

本調査報告書では、xEVインバーター業界、そして関連構成部品業界を調査・分析し、部品分野ごとに全体像と

主要キープレイヤーの把握、今後のトレンドの注目ポイントを取り上げています。業界関係者からのヒアリング等をもと

に、業界の課題と今後の方向性などを詳報します。自動車及び部品サプライヤーなど、今後の電動化分野における

予測・判断材料として、当報告書をご活用頂ければ幸いです。
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